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まえがき

株式会社三祐 コ ン サ ル タ ン ツ は､ 2 0 03 年3 月 1 3 日か ら 3 月 28 日まで の 1 6 日間､ 社

団法人海外農業開発 コ ン サ ル タ ン ツ 協会の補助金を得て ､ バ ン グラデシ ュ 人民共和国井

戸潅漑管理 計画に係 るプ ロ ジ ェ ク トフ ァイ ンディ ン グ調査を行 っ た｡

バ ン グラデ シ ュ 国 (以下 ｢ バ 国+ ｡) は多く の 人 口 を狭い 国土 に抱え､
一

方で 三 大河川

の 氾濫 に よ る洪水被害を毎年受けて い る ｡ 然 し乍ら増大する人 口圧力 に も拘らず近年の

同国 は食糧 の 自給を達成 し維 持 して 来て い る｡ こ の背景と して潅漑の 普及 とイ ン テ ン シ

ブな土地 の利用 が挙げられ るが ､ 潅漑用水は そ の多く を地下水源 に求めて い る現状で あ

る｡

バ 国農業省 は これ ら同国にお ける食糧自給の 成否 を握る地 下水 の 持続的利用に つ い

て 高 い 関心 を示 して お り ､ 滞水層の水収 支バ ラ ン ス ､ 洒養 の メ カ ニ ズ ム 解明等に関 し日

本政府 の 協力 を得た い と強く希望して い る｡

近 い 将来 ､ こ の事業計画 が日本国政府に よる経済､ 技術協力 の
一

環と して採り上 げら

れ我 が 国と バ ン グラデシ ュ 国の 友好 を深め
､ 相互発展 の

一

助となる こ とを切 に願うも の

で ある｡

株式会社 三祐 コ ン サル タ ン ツ

取締役社長 久野 格彦
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は じめ に

今回 A D C A 調査団は下記 のプ ロ ジ ェ ク トに関 し､ 政府 の 方針確認 と情報
･ デ ー

タ の収集を

目的と して バ 国に派遣 され た｡ .

1 . 小 規模濯漑施設活用に よる ､ 水管理 の 効率化 と濯漑面積 拡大計画

(E 丑i ci e11t W at e r M a ll ag elll e llt a11d C o ll1111 a n d A r e a D e ､
′el o p l11 e l-t 血 o u gll D epl o)

′il-g S nl all

S c al e I 汀i g ati o ll F a ciliti e s)

2
.

バ リ ン ド地区水有効利用計画 (E ぽk i ellt W at e r U s e ill B a rilld A r e a O r B a ll如a d e sll)

然 し乍 ら､ 関連政府機関と の 協議を通 じ判明 した こと は ､ 状況の 変化 に より現状 で は地下水

濯漑とそ の持続的利用 (S u st aill a bl e U s e) に つ い て より緊急性が高 い と の こ とで あ っ た｡ . バ 国

にお い て は潅漑用水源と して 地下水が主要部分を 占めて お り ､
こ の 資源 を如何に持続的に利用

す るか が最重要なテ
ー

マ との 認識 が示 された ｡
. これに従 い 本 レ ポ ー

トは地下水 に焦点を あて た

"

井戸濯漑管理 計画
”

に つ い て 記述する 亡.



1 . 調査地域の 概況

1 . 1 バ 国 の概要

バ 国は 1 4 7 ,5 7 0 kポの 面積を有 し ､
限られた国土の 中に 1 3 0 百万人の 人口 を数える⊂･ 人 口密度

は 8 7 5 人几d で ある ｡ .
ガ ン ジ ス

､
プ ラ マ プ トラ ､

メ グナ の 三大河川 の洪水氾 濫原より成 っ て お

り
､
同 国の 河川流域の約 9 3 % は 同国外にあるが ､

シ ス テ ム と しては 同国の 洪水氾檻原を通過

して ベ ン ガル 湾に 往い で い る｡ . 上記 の ような特殊な地勢か らバ 国は 7
～ 9 月 の モ ン ス ー ン期 に

は過剰な流入 に より洪水被害を受 け､
1 2 ～ 4 月 の 乾季 にお い て は水不足 に悩ま されて い る ｡

･

約 8 4 % の 国民 は農村部に居住 して お り ､ 直接 ･ 間接 に農業活動に従事 して い る ｡
･ 農業セ ク

タ
ー

は 国家 G D P の 1/3 を占め ､ 雇補 につ い て は 2/3 を占めて い る｡. 9 0 年代を通 じ農業全体と

して は 年平均 2 .3 6 % の成長を遂げたが ､
そ の後半部 で は 4 % 台の記録もあ る｡, 全般的に 同国は

食糧不 足 を最小限の 範囲に留め る こ とに成功 し､ 近年にお い て は ､ 穀類 の少量では あるが余剰

を達成する に至 っ て い る｡ . 国と して 食糧自給を宣言 して い る が ､

一 方 で 若干 の輸入 も存在 して

い る現状 で ある｡.

1 . 2 水資源

バ 国は 豊かな水資源 に恵まれ ､ 同 時に最も肥沃な土地 にも恵 まれて い る｡ . 雨量は最西 部の 年

間 1
,
2 0 0 m 山 か ら北東部 の 5 ,8 0 0 1n m と変化 に富ん でお り ､ 平均的には 2

,
3 0 0 1n n l 程 で ある 亡t 全雨

量 の約 8 0 % は 6
～ 9 月 の 湿気の 多 い 夏季に発生 して い る ｡. 全国 2 3 0 の 河川 の 内 5 7 は 国境を横

断 して い る (5 4 は イ ン ドか ら､
3 は ミャ ン マ

ー

より) ｡ . 河川 シ ス テ ム の 流域 の 内 ､ 約 9 3 % は国

外 に在 る ｡. バ 国の 河川流量は 年間 1 ,5 1 1 ,O n O M C M で あるが ､ 国内に源 を有す る の は そ の 内

1 6 5
,
0 0 0 M C M に過 ぎない ｡

. 最下流 の位置と い う条件下 ､
バ 国と して 国境を横断して 流入す る流

量 の コ ン ト ロ ー ル は不可能で ある｡.

表流水以外に地 下 水は重要資源 で あり ､ 農業 ､ 上水道 ､
工 業用水源 と して利用 され て い る｡ ･

特 に地下水資源は 乾季及 び干ば っ 期 に重要な役割 を果た して い る ｡.

一 般的に バ 国には 二 つ の 地下水滞水層 (A q uig 知) があ り上層部が 主要な滞水屑 で ある ｡
･ ほ

とん どの地域にお い て こ の 二 つ の層 は水理学的に互 い に連結して い る｡ . 主層は 多くの 地域にお

い て 5 111 未満 の深度 ( 北西部) か ら 75 1ユー 以上 の深度 ( 南部) に展開す る｡ . 地下水の 滴養は基本

的に降雨に よ る浸透で ある ｡
. 年間の 滴養量は約 2 1 ,0 0 0 M C M と算定されてお り ､ 主に乾季の濯

漑 ､ 水道 ､
工 業用水と して利用 されて い る ｡

.



1．3　土地資源

全国土面積14ニ757，0（）01－aの内、耕作可能地は約6（）％のS，8町On（）l－aと推定されている小1996

～97年において総作付面積は7，8叫000llaに達しているが、その内訳は以下の通りである∩

1期　　　　　　　　37％

2期　　　　　　　50％

3期　　　　　　　13％

計　　　　　　　　100％

平均作付率は175％に達している。．森林面積は国土の14％を占めている。．次表は1974～1996

間のバ国の土地利用を表したものである。．

P att e rn o f L a n d U se
A re a in l O O Oh a P erc en tag e o f T o ta l

1 9 7 4 1 9 9 0 19 9 6 19 7 4 1 9 9 0 1 9 9 6

C u ltiv ate d L an d 8,4 8 9 8,8 2 7 7, 8 0 2 5 9 % 5 8 % 5 3 %

C u rren tly F allo w 6 2 7 2 8 8 3 9 2 4 % 2 % 3 %

C u ltiv ab le Id le 2 7 2 2 6 7 5 3 1 2 % 2 % 4 %

F o re st 2 ,2 2 9 1 ,8 5 8 2 .1 5 1 16 % 1 2 % 14 %

N o t A v a ila b le fo r C u ltiv a tio n 2 .6 6 1 3 .9 3 4 3 .9 6 1 19 % 2 6 % 2 7 %

14 .2 7 8 1 5 .18 4 14 .8 3 9 1 0 0 % 1 0 0 % 10 0 %

1．4　作付面積、作物及び生産

バ国における主要農作物には、米、ジュート、砂糖きび、ポテト、豆類、野菜、油脂作物、

スパイス等がある。．1995－96作付年度において、米は10．06百万11a（74％）を占め、その他全

部で3．6百万1－a（26％）合計13．33百万1－a（川0％）の作付面積であった。．穀物生産は自然災

害、特に洪水と北西部の干ばつによって大きく左右され変動する。．北西部が国としては余剰生

産地域として位置づけられている。．一般的にバ国の米生産は年18～19百万トンであるが、1996

～97作付年度には史上最高の20，43百万トンの生産を記録した。．この記録的生産量を可能にし

たのは、良好な天候、HYVの普及と潅漑、肥料、農薬等の近代的インプットの施用である「・

資料によれば、1999－00年度において同国では23．1百万トン（179kg／人）の米を消費しており、

2010年で28．5百万トン、2025年で29．9百万トンまで消費量が伸びると予想されている。



1 .5 水管理及 び関係組織 ･ 制度

バ 国にお い てそ の 開発 ･ 管理を含む水行政が本格的に開始 され たの は 1 9 6 0 年代の ことで あ

る
｡
. B W D B ( B a 喝1a d e s b W at e r D e l′el o p l11 e 11t B o a r d) の 前身 となる組織が 1 9 6 4 年に マ ス タ

ー プ ラ

ン を作成 した ､
こ の 中で洪水制御､ 排水及び濯漑に係 る 5 8 の 大規模事業が捏奏された｡. そ の

内の 多く の事業計画は ､
1 9 6 0 年代 か ら1 9 8 0 年代後半に か けて 実施に移された｡ , これ ら事業は

主と して作物生産の 増大を目的と して お り ､ 他の 分野 に対す る影響に つ い ては ほと ん ど考慮さ

れて い なか っ た ｡ . 他 の 分野 とは例えば ､ 漁業 ､ 水運 ､ 森林 ､
上 工 水 ､ 作物多様性及 び塩水管理

等 で ある ｡

1 9 7 2 年時点 で世銀 ( W B ) は小規模潅漑普及を勧告 し､ 急速 に事業実施が拡大 した ｡ 当初は

政府機 関､
そ の 後は 民間主体 の 事業実施 で あ っ た ｡ .

8 0 年代当初に至 り ､ 長期 に亘 る水資源開

発計画策定の 必 要性が 明確に認識 され る こ となり ､ 濯漑､ 水開発 ､ 洪水制御省 の 下 ､
マ ス タ

ー

プ ラ ン 公 団 ( M P O ) が設立さj l た ｡ .
M P O は 1 9 8 6 年に全国ベ ー

ス の水資源ポ テ ン シ ャ ル を評価

し
､ 将来 の 各 ユ ー ザ ー に よ る水需要を予 測す る こ とに よ り国家水計画 (N W P - 1) を策定 した ｡

.

又 ､
1 9 9 1 年に は こ れ の 再評価 を通 じ N W P - 2 を策定 して い る

｡
. M P O は それ以外に も水法( W at e r

C o d e) や そ の 他 の 水計画 ･ 長期水資源管理 計画 の組織化等に つ い て も検討 を行 っ て い る｡.

1 9 9 1 年に M P O は W A P R O ( W a t e r R e s o u r c e s Pl a ll nil 鳩 O rg alli z a ti o ll) と して改組され ､ 関係 セ

ク タ
ー

間の 調整や特 に環境面 を重視 した よ り学際的ア プ ロ
ー

チ を 目指 して 任務に あた っ て い

る｡ .

他方 ､
1 9 8 7 年 ､

1 9 8 8 年 の 深刻な洪水被害を受けて ､ 外国 ドナ
ー

に よる数多く の 調査が実施

され た ｡
. 内 ､
2 6 に亘 る ス タディ とパ イ ロ ッ ト事業の 実施 を含む m P (F l o o d A c ti o ll Pl a ll) の 作

成に 関す るプ ロ ポ
ー ザ ル が 1 9 8 9 年 1 2 月 に ロ ン ド ン に て W B 主催 の 会議 にお い て 承認 され るに

至 っ た ｡ . F A P に含まれた ほ とん どの原プ ロ グラム は完了 して お り ､
い く つ か の ケ ー

ス で は フ ォ

ロ ー ア ッ プが F P C O (F l o o d P l a n C o o rd ill ati o n O rg a lli z a ti o ll) の 調整 に より進行中で ある｡, F P C O

は 1 9 9 5 年に
"

Ⅵねt er a lld Fl o o d M all ag e m e llt S t r a t e g 〉
′ 払r B a n gl a d e s h

' '

を作成 ､ 緊急 の課題と して

N W P 及 び m P (N ati o n al W at e r M a n a g e lll ellt Pl a ll) の 必要性 を指摘 して い る ( A D B の 協力 に

より実施中) ｡.

以上 の他 に バ 国にお い て は ､ 水資振省 の 下に国家水評議 会 (N ati o ll al W at er C o u ll Cil) が組織

され活動 して い る ｡





1 .
7 濯漑開発上 の課題

地下水の 場合 ､ 濯漑開発 の事業を促進 す る為 には ､
い く つ か の 分野に 関す る ア ク シ ョ ン を必

要とす る｡.
一

方で水文条件と地下水揚水上の 制限要因に対す る考慮が重要で あり ､ 又 ､
地下水

利用に よる経済性 の 追求も重要なポイ ン トと なる｡ . こ れらに関し ､ 濯漑施設 ､ 機器 の 最適利用､

効率的な 0 & M ､
単位面積 あたりの 水 コ ス ト節減の 為の サ

ー ビ ス エ リア の拡 大､ 支援サ ー ビ ス

の 充実 ､ 末端 レ ベ ル で の水管理技術の導入 ､ 更に は高収入 作物の 導入 に よる農民の採算性確保

等が 必要と される ｡
.

表流水関連で は ､ 過去にお い て そ の 大規模 開発は常に 開発 コ ス トの大きな部分が国家の 負担

と な っ て お り ､ 問題 を提起 して い る ｡
▲ 大きな開発 コ ス トに比 し､ これ らの事業の パ フ ォ ー マ ン

ス は満足 で き るも の で は なく ､
こ の こ と は近年 の濯漑 面積の 拡大実績にも表れて い る｡ . 政府財

政 に と っ て ､
これ ら大規模表流水開発 に係 る補助金は大きな負担 にな っ て い る現状 で あ る｡ .

不満足 な成果 と い う観点か ら ､ 既存 の 表流水潅漑 シ ス テ ム は全体的にそ の 水利用効率の 改善

を実質的に図る必 要がある｡. こ の こ と に より将来に向けた努力の 目標 の モ デ ル を示す必 要が あ

る 亡
. こ の ような努力にお い て は ､ 水セ ク タ

ー

の 基本的な問題に取 り組む 必 要が あ る｡. 例 えば､

効率的 で且 つ 社会的責任度の 高 い 水利用 の促進 ､
公 的機関と民間の 責任負担 の 明確化 ある い は ､

計画 ･ 管理機能の 地方分権化等が挙げられ る｡ . 多く の場合 ､ 不均等で 信頼性の 低 い 水供給は制

度 ･ 組織的/ 管理的側面ある い は 0 & M の 不備 / 受益者参加 の欠如等に大きな問題 がある｡.

こ れ ら の 問題 は ､ 大 規模な物質的投入 に より解決す るもの で はなく ､ 効果的な制度 ･ 組織上

の 改善ある い は ス チ ー

ク ホ ル ダ ー の 参加等 に より解決す るも の で ある⊂ .





して もバ 国の農業 はそ の成長に つ い て ､
大きく地下水に依存しうる ､

ある いは依存せ ざるを得

な い と い うこ とを現 して い る ｡
. 濯漑 の経済性 と い う点 で は ､

バ 国にお い て は ､ 地下水濯漑 が明

らか に有利 で あるとい う こと示唆してい る｡一

2 .4 地下水開発 の歴史

水資源省傘下の B W D B は 水資源開発 に関す る責任機関で あるが ､ 地下水に 関しては農業省が ､

1 9 6 1 年 の B A D C ( B a llgl a d e sll A 如 c ult u r al D el ′el o p 111 e n t C o r p o r ati o ll) の設立後 ､ そ の 開発に非常

に積極的 で あ る｡ ノ 〈国全土 をカ バ ー し て B A D C は数千に及 ぶ深井戸 ( D T W ) ､ 浅井戸 (S T W )

を設置 し ､
又 ロ

ー

リ フ トポ ン プ ( L L P ) を農民た ちに供与 してき て い る ｡
. B A D C は D T W に つ

い て そ の 輸入 ､ 配布 ､ 設置及 び メ ン テナ ン ス に 関する唯一 の政府担当機 関とな っ て い る ｡ 当初

より D T W の価格 は高率 の 政府補助 の 対象と な っ て お り ､ 農民 グ ル ー

プは 各目的の レ ン タ ル 費

を B A D C に支払うだ けで あり ､ 技術的 には農民 グ ル ー プだけで 自己管理を行 っ て きた( .

然 し乍ら､ 時間 の 経過 と共 に不適切な管理 と財政的制 限が顕在化 し ､ 多く の井戸 潅漑施設は

機能が発揮 できなくな っ た｡ . こ の段階 で政府は政府の 所有権 を保持す る よりもむ し ろ各グル
ー

プ ある い は個人 に売却す る方針と した ｡. こ れ ま で に建設された県別各種井戸数 は以下に示す ｡
.



Details of Tube Weils (all types are presei-ted be】o､､7)

Divisions DTW FMTW STW

32

17,687

152,816

136,033

356.704

1.399

664.671

0

144

64

2

日濫

0

220

Barisal

Chittagong　　　2,3 1 2

Dhaka　　　　　　7,795

Kllulna　　　　　　3.1 1 8

Rajshal1　　　1 2,01 7

Sヽ′111et 1 1 2

Bangladesh　　　25354

Source:NMIP, 1 999

然し乍ら､バ国北西部のバリンド地区においては､ 1992年のBMDA (Barnld Multipurfose

Developn-ent Authority)の設立により既存プロジェクトの積極的運営を図るという試みも行わ

れている｡.現状でBMDAは6.700の井戸濯概を運営し､バリンドトラクトに含まれる3県

(Districts of Rajshahi, Nawabganj及びNaogoan)の全港概可能面積の内33%に水供給を行って

いる｢.

その他の最近の展開としてBWDBは自力ではその持続的利用ができないとして北部

(Din如∬)の井戸濯概事業をBMDAに移管した　BMDAは100名のスタッフを投入し合計

1.200の内650のDTWシステムを有効に維持管理している｡.

2.5　水需要と持続的開発の必要性

バ国における水利用の最大需要は濯概用水である｡.濯親水需要は1970年代半ばより急速に

伸びてきている｡.現状､耕作可能地の約半分のみが濯概地区であることから､今後も同じペー

スで伸びていく傾向である｡.又､濯概以外の水利用も人口増､都市化,経済開発の進展に伴い､

拡大される方向にある｡.

上述の如く､濯概用水源は主として地下水であるところ､又その需要は将来において増大す

るに違いない｡.近年バ国は食糧自給の達成を内外に宣言した｡.この達成の根拠は乾季のBoro

riceの順調な成長に負うところが大であり､ Bororiceの成否は一重に地下水濯概にかかってい

るrrこれよりバ国にとって増大する食糧需要をカバーして食糧安保を確保する為には更なる濯

慨面積の拡大を置いて他に方策はないと言える｡.



一

方 で バ 国は 地下水資源 に恵まれ た国で もあ る｡. そ の 滞水層は毎年の 十分な降雨によ っ て滴

養 され る ｡ .
1 0 月 半ばか ら 5 月後半に至 る乾季にお い て 潅漑用揚水が なくとも自然に地下水位

は順 々 に低下す る ｢ . 従 っ て ､ 滞水層 の特性を知り ､ 療養の メ カ ニ ズム を把握 し､ そ の 水質と共

に滞水屑の 水源 と して の ポテ ン シ ャ ル を確認 し ､ 又地下水フ ロ
ー

の方 向性を全て承知す るこ と

が重要 で ある(. そ の こ と を通 じて 初 めて こ の 重要は 水資源 の 持続的利用が可能となるr.

国家の 政策 ･ 方針 と し て食糧の 自給 は最重要課題 で あり ､
バ 国の 地下水資源 の総合的調査は

至 急実施され る べ きテ
ー

マ で ある
｡
. M O A は そ の 重要性 に つ い て 充分な認識 を持 っ て い るが ､

自力 で これを実施す る には ､ 技術的ノ ウハ ウと必 要な要員 の 不足 は否 めなく外部 ソ ー

ス の援助

を必 要と して い る｡ .

M O A は 上記援助 に応 える ドナ
ー

を重大な関心 を持 っ て 希求 して い る〔. M O A 内に地 下水専

門家は 限られ て お り ､
バ 国政府部 内で は 必要に 応 じ他機 関､ 例えば B W D B ､ L G E D 等 か らの

協力を得た い と して い る.‥.

2 .` 地下水 開発調査 と利用 に係る特別 な配慮

バ 国にお い て そ の 飲料水は 9 5 % を地 下水仮 に依存 して い る ｡
. 地 下水に初めて ヒ 素 の 混入 が発

見された の が ､
1 9 9 3 年

､ 続 い て 1 9 9 5 年に 同 じ問題が確 認され て い る｡ . 化学分析能力の 欠如や

分析 に 向け て の体系的なア プ ロ ー

チ の 不在が少なく限定され た資料に結果 して い る ｡
. 以上に鑑

み ､
い か なる地下水利 用 に先立ち ､

広範 で 体系的な分析が 必要となる 亡
.
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List of Data/Information Collected for Small Scale Irrigation P/F

1. Outline ofBarind Tract

2. Barind Integrated Area Dev. Project an Evaluation (Report 1995)

3. Impact Evaluation, Barind Integrated Area Dev. Project (2000)

4. Outline of the Proposed Project(Barind Tract)-! (prepared by REZA)

5. Outline of the Project-2 (whole Bangladesh) ( " )

6. Preliminary Project Proforma prepared by MOA (NMIDP)

7. Preliminary Project Proforma prepared by MOA

8. Preliminary Project Proforma prepared by MOA

9. Study on Privatization of Minor Irrigation in Bangladesh, 1996, ADB

10. National Minor Irrigation Dev. Project, Census, 1997/98

1 1. National Minor Irrigation Census (NMIC), 1999/2000
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4. Officials Contacted

Mr. Habibur Rahman, Joint Chief, Planning Dept., MOA

Ms. Rebeka, Asst. Secretary. MOA

Mr. E.H. Khandaker, Director General, DAE, MOA

Dr. Asad-uz-zaman, Executive Dir. BMDA

Engr. Mozahar Ali, Director, BMDA, MOA

Engr A. Mannan, Executive Engineer, BMDA, MOA

Engr. Moshiur Rahman, Executive Engineer, LGED, Dhaka

Engr. Shahidul Haque, Executive Engineer, LGED, Dhaka

Mr. K, Takeuchi, JICA expert, LGED, Dhaka

Mr. Y. Kamigatakuchi, JICA expert, LGED, Dhaka

Engr, Bazlur Rahman, Executive Engineer, LGED, Rajshahi

Mr, Kamigataguchi, JICA expert in LGERD

Mr Takeuchi, JICA expert in LGERD

Mr. Kimura, Second Secretary, EOJ, Dhaka
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5. External Assistance to the Water Resources Sector in Bangladesh (1990 onward)

Sou rce/ Cu rrency Amount Year Loan
Project/Purpose/Technical Assistance (million) Committed Grant

Canada
North East Regional Study (FAP 6) and pilot works Canadian Dollar 17.00 1991 Grant
BWDBAccounting System Modernization Canadian Dollar 2.80 1 994 Grant
Dampara Water Management Canadian Dollar 4.50 1 997 Grant
Kalni-Kushiyara Community Development Canadian Dollar 2.60 1 997 Grant

Denmark
Flood Action Plan (FAP 25) Denmark Krone 13.30 1993 Grant
Surface Water Simulation Model (3rd Phase) Denmark Krone 4.10 1 994 Grant
Expansion of FFW Services US Dollar 8.09 1 993 Grant
Meghna Estuary Study (FAP 58) US Dolfar 5.30 1994 Grant

Japan
Narayanganj Narsingdi Irrigation Yen 1 ,796.00 1 990 Grant
Narayanganj Narsingi Irrigation Phase 111 Yen 977.00 1 991 Grant
Naranyanganj Narsingdi FCDI Yen 339.00 1 998 Grant

Netherlands
System Rehabilitation Guilder 26,43 1 990 Grant
Compartmentalization Pilot Project (FAP 20) Guilder 1 3.4 1 1 991 Grant
Early Implementation Guilder 38.5 1 1 992 Grant
Water Sector Advisory Services Guilder 1.7 1 1 992 Grant
TAFlood Action Plan (FAP 25) Guilder 0.02 1992 Grant
Environment Study (FAP 16) Guilder 0.33 1995 Grant
Char Development and Settlement Guilder 3.12 1995 Grant
Water Investigation Survey Guilder 7.00 1 995 Grant
Small-Scale Water Resources Development Guilder 1 2.00 1 996 Grant
Meghna Estuary Study Guilder 1 3.30 1 996 Grant
Gorai River Restoration Guilder 47.83 1 998 Grant

United Kingdom
Flood Action Plan (FAP 1 2) Pound Sterling 0.09 1 990 Grant
Flood Action Plan (FAP 2) Pound Sterling 1.40 1 990 Grant
Fisheries Study (FAP 17) Pound Sterling 1.70 1991 Grant

Asian Development Bank
Second Pabna Irrigation & Rural Development US Dollar 0.25 1990 Grant
Second Bhola Irrigation US Dollar 0.25 1990 Grant
Review of Options for Ground & Surface Water Dev. US Dollar 0.17 1990 Grant
Southwest Area Water Resources Mgt Study US Dollar 2.1 5 1991 Grant
Northeast Minor Irrigation US Dollar 73.00 1 991 Loan
Dhaka Integrated Flood Protection US Dollar 93.99 1 991 Loan
Second Bhola Irrigation US Dollar 39.80 1 992 Loan
Operation & Maintenance Strengthening of the

Second Bhola Irrigation US Dollar 0.79 1992 Grant
Second Coastal Embankment Rehabilitation (Supl) US Dollar 0.1 9 1 992 Grant
Small-Scale Water Resources Development US Dollar 0.50 1 992 Grant
Study on Privatization of Minor Irrigation US Dollar 0.54 1 992 Grant
CommandArea Development US Dollar 0.44 1992 Grant
Khulna-Jessore Drainage Rehabilitation US Dollar 0.92 1 993 Grant
Second Water Supply and Sanitation US Dollar 29.88 1 993 Loan
Khulna-Jessore Drainage Rehabilitation US Dollar 48.40 1 993 Loan
Southwest Area Water Resources Development US Dollar 0.25 1 993 Grant
Socio-Environmental Assessment of the Meghna-

Dhonogoda Irrigation Project US Dollar 0.1 1 1993 Grant



Study of the Socioeconomic Impact of the Sirajgonj
Integrated Rural Development Project US Dollar 0.06 1 994 Grant

Small-Scale Water Resources Development US Dollar 32.00 1 995 Loan
CommandArea Development US Dollar 30.00 1 995 Loan
Flood Damage Rehabilitation US Dollar 1 04.00 1 998 Loan
Southwest Flood damage Rehabilitation US Dollar 67,80 2000 Loan

The World Bank
BWDBSystems Rehabilitation (SRP) US Dollar 40.80 1 990 Loan
National Minor Irrigation Project US Dollar 38.1 0 1 991 Loan
Shallow Tubewells & Low-lift Pump Irrigation US Dollar 52.20 1 991 Loan
Gumti Project Phase 1 (FCD 1) US Dollar 23.00 1991 Loan
Naogaon Polder 1 (FCD-3) US Dollar 21.00 1991 Loan
Madhumati-Nabaganga Project (FCD-4) US Dollar 1 100 1 992 Loan
River Bank Protection US Dollar 121.90 1 996 Loan
Coastal Embankment Rehabilitation US Dollar 53.00 1 996 Loan
Gorai River Restoration US Dollar 3.00 1 998 Loan

European Commission
System Rehabilitation Project Euro 1 3.50 1 990 Grant
National Minor Irrigation Project Euro 65.00 1 990 Grant
North Central Regional Studies Euro 1.87 1 990 Grant
River Survey Project Euro 1 2.60 1 990 Grant
Cyclone Protection II Priority Works Euro 2.50 1 991 Grant
Coastal Embankment Rehabilitation Project Euro 1 5.00 1 993 Grant
Jamuna Dhaleshwari Left Bank Studies Euro 4.00 1 993 Grant

International Fund for Agricultural Development
Small-Scale Water Resources Development US Dollar 1 0.40 1 995 Loan

United Nations Development Programme
Flood Action Plan US Dollar 0.688 1 990 Grant

ffitt-5
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バ リ ン ド地域にお け る深井戸潅漑受益地 と非潅漑地区の 対照

ヂ̀

分火 工 とポ ン プ小屋 ( 料金はク
ー

ポ ン 制と なっ て お り ､ 1 0 0 タカ/1 H R)
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非濯滴三地 区で は全く作付が み られ ない

東

非濯漑地に多 い フ ォ
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盛ん に実施 されて い る植樹 ､
フ ォ

ー ム ポ ン ドの 周辺 と道路沿い に必 ず植樹が な

されて い る

二# 宴鸞野
′

小規模潅漑堰 の 実例 ( 橋 より上 流部)
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深井戸濯漑用の パ イ プ敷設
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最近完成 した 小規模濯漑施設
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じや が い も収穫風景

Pl1 0 t O ･ 9



i i 岳 i b

ラ シ ャ ヒ 市の 青果 ･ 野菜市場

l】

■示

ご転.二
ち

堆砂 の進 んだ水路を掘削 し､ 漁業を営む

Pl1 0t O - 1 0



!と
J

タ マ ネギ畑

､

･七:轟賓冒
‾

∴･エ
ア′l

｢∴
丁'I
T

範
ミ

志;言を.七速か一
.

f
､

才
つ

･t
きき

､

'

′

■
`

′

′ / -

守

FI 簸

′一
千

一 軒 -
こ
′

‾貢ぎ‾
エ l

ゞ .

現地 N G O と の協議

亀
-

､

i

P h ot o - 1 1

与
-

f

㌦l
T

J
.つ



ー

‾三 '

妄鼓f.
こ上二宗一ニム

∴

_
写-_ .

･ 】

∴ ポ ゝ`
一

･
ノ
･

こ
j
こ

ヲi チ三

環境整備事業に よる植林

′
ノ
′

貰諌■
ノ

‾f
-

､

お

召
■

ン
‥

㍑
ぺ

:
L

√
〟

?■l

収穫後の じや が い も｡ 作物多様化 の 兆候

Pl1 0t O - 1 2



Ph o t o - 1 3

米 の 乾燥場

一日 ■ ■l


	表紙
	まえがき
	位置図
	はじめに
	目次
	1 . 調査地域の概況
	1 . 1 バ国の概要
	1 . 2 水資源
	1 . 3 土地資源
	1 . 4 作付面積､作物及び生産
	l .5 水管理及び関係組織･制度
	1 ,6 バ国における濯漑開発
	1 .7 潅漑開発上の課題

	2 . 事業計画の概要( 井戸濯漑管理計画)
	2 .1 背景
	2 .2 地下水の重要性と持続性
	2 .3 実施済み調査と異なる算定結果
	2 .4 地下水開発の歴史
	2 .5 水需要と持続的開発の必要性
	2 .6 地下水開発調査と利用に係る特別な配慮

	添付資料
	現地写真集



